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J.S. バッハの「フランス組曲第 1 番」における
恣意的装飾の可能性
Die mögliche Anwendung der willkürlichen Manieren
bei der Französischen Suite Nr.1 von J.S.Bach
佐　藤　千　佳
SATO Chika
［Zusammenfassung］ In der Barockzeit war es üblich, Musikstücke mit sogenannten 
„willkürlichen Manieren“ zu spielen. Nach der Theorie von Daniel Gottlob Türk （geboren 
10. August 1750, gestorben 26. August 1813） sollten die Musiker solide Kenntnisse von der 
Harmonielehre, einen sehr gebildeten Musikgeschmack und eine gute  Beurteilungskraft besitzen. 
Ferner sollten sie Virtuosität und Taktsicherheit mitbringen. Diese eben genannten „Fähigkeiten“ 
waren nach Türks Meinung die Grundvoraussetzungen, die ein Musiker erfüllen soll, wenn er ein 
Musikstück mit willkürlichen Manieren vortragen möchte. Türk nennt außerdem noch weitere  
acht Regeln, die ein Musiker erfüllen soll.
Bezogen auf die einzelnen Tanzstücke der ersten Französischen Suite von J.S. Bach, die ich selbst 
mehrfach in öffentlichen Konzerten auf dem Klavier und auch auf dem Cembalo vorgetragen 
habe, habe ich selbst die willkürlichen Manieren bei meiner Interpretation angewandt. Die 
Verwendung der willkürlichen Manieren, das heißt die individuelle Interpretation, muss dem 
Charakter des jeweiligen Tanzstückes der Suite entsprechend. Nach meiner Meinung müssen 
















































































第 2 則 変奏はしたがって意味深いものでなければならない。そして少なくとも、記譜された旋律
と同じくらいすぐれたものでなければならない。
第 3 則 いくら美しくて、適切な装飾音であっても、いつも同じ装飾音を用いてはならない。ちな
みに、言うまでもないことながら、比較的よい変奏なり大がかりな添加は、曲の終わり頃
まで使わないでとっておくとよい。
第 4 則 その添加はまったく簡単に、労せずして見つけだされたようにみえなければならない。そ
こで奏者は、その添加を演奏するときも、実際には苦労して弾かなければならないのだと
しても、それを小ぎれいに、しかものびのびと演奏するよう努めなければならない。




第 6 則 いくら大がかりな装飾音を奏する場合でも、拍節は全体として、厳格に守らなければなら
ない。
第 7 則 変奏はすべて、記譜された和音に基づかなければならない。





















譜例 2  『Französische Suiten』「Suite 1」BWV812 より、Allemande（p.6）11）
（3）J.S. バッハの「フランス組曲第 1番」の各楽曲の恣意的装飾の可能性















ル（プラルトリラー、上昇トリル、前打音付きトリルも含む）が 8箇所、モルデントが 10 箇所、
アルペジオが 2箇所もあるのに対し、後半 12 小節間ではトリルが 3箇所、モルデントが 1箇所
のみとなっており、前半と後半で明らかな差があるのが見受けられる。ベーレンライター版では、
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 譜例 7  
元々譜例 7のように記載されている付点 8分音符を、繰り返し時には譜例 8のように複付点 8
分音符にして演奏する。
 譜例 8  
また別のリズムパターンでも同様に変化をつけることが可能である。楽譜上には譜例 9の左側
のように記載されているが、このリズムは実際は、譜例 9の右側のように演奏される。
 譜例 9  
このパターンを繰り返し時に演奏する際は、譜例 8同様、複付点を使用した演奏が可能性とし
てあげられる。
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